
グラフ(2)～(5)は、児童虐待として児童相談所に通告のあった299件のうち、児童虐待として対応した153件につい
て分析したもの。また、虐待として認定されたもののうち、5件が一時保護中のため次年度の件数として持ちこされ
た。
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（注）

（５）虐待認定・対応ケースの経路別件数

（４）主たる虐待者（３）被虐待児の年齢別構成割合　

　　　　　　　（注）  『その他』は（養継父母含む）両親 （25件）、

　　　　　　　　　   内縁（同居）関係 （9件）、祖父（2件）

0～3歳未満 

3歳～学齢 

前児童 小学生 

中学生 

高校生以上 

37.9% (58件) 

16.3% (25件) 

21.6%  

(33件) 

7.2% (11件) 

17.0% (26件) 

実母 
実父 

実父以外

の父親 

実母以外

の母親 
その他 

総数（153件） 

53.6% (82件) 

2.6% (4件) 

0.7% (1件) 

19.6% (30件) 

23.5% (36件) 
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